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住民に役立つ議会改革について 

 

元全国都道府県議会議長会 議事調査部長 野 村  稔 

 

１ 議会改革の必要性と進め方 

（１）議会改革の必要性について 

   平成５年の総選挙以来、国政は激動しているが、地方政治が安定しているので、住民

は動揺していない。この地方議会の役割は高く評価されてよいが、マスコミ、住民、学

者から高い評価の声を聞くことは、極めて少ない。 

   このため、地方自治制度や議会運営についての理解を深めるとともに、主権者である

住民の意識を改革することが求められている。 

 

（２）議会改革の進め方 

   議会改革では、①法令の改正を要するもの、②議会の自主的な改革によるものの２つ

が考えられるが、②は当該議会自身の決定（やる気）で直ちに実行できるものが多い。 

   議会の改革は議会運営委員会または議会改革特別委員会で議論する。 

 

（３）議会・議員の役割の基本について 

  ① 議会（批判監視者）があって、行政の公平、公正、能率性が確保される。 

    議案の提案より監視・提言を充実する。 

 

  ② 住民のために政策論争をする。 

    長の選挙における対立、過去の与党・野党意識を議会に持ち込まない。 

    政務調査費を活用し、本会議や委員会で発言するときは、政務調査費による提言で

あることを明示する。 

   

③ 税の自然増収を多く期待できないので、議員が「あれもやれ・これもやれ」と主張

する時代は終わり、施策の優先順位を提言する時代となった。 

 

④ 会派内での政策論議を十分行う。 

 

⑤ 議員定数の減少は、住民意思の反映が低下、行財政改革の中心ではない。 

  経費節減が過大に伝えられている。 

 

⑥ 住民は、議会の活動を十分知らないので、議員の評価が低い。 

  議員は、議会の大使であるから、議員報告では正確な情報を提供する。 

 

２ 本会議関係の改革 

（１）長の選挙の後遺症（与党・野党意識）を薄める。 

 

（２）議会政治には、妥協が必要である。（多数決原理） 

 

（３）議会の運営を住民にわかりやすいものに改め、審議の充実と効率性を確保する。 

   一問一答、対面方式、朗読ではなく対話、重複の回避、質問は短く答弁は長く。 
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（４）文書質問制度を設ける。（会議規則改正） 

 

（５）市政の重要問題が生じたときは、議員派遣により対応を示す。 

 

（６）議員は民間人であるから、行政改革の具体策を提言する。 

 

（７）長の審議会の委員になることは、長の知恵袋になり、議会での審議が鈍化するので、

原則として委員にはならない。 

  （参考） 

   地方議会は、長に対し資料の提出を請求することができる旨の規定を設ける。（地方自

治法改正を要する） 

 

３ 委員会関係の改革 

（１）戦後の議会は委員会中心なので、委員会での論議を充実する。このため、委員の任期

を長くする。（昭和２２年の地方自治法制定のときは議員の任期と規定されていた。） 

 

（２）常任委員会の所管事務調査を活発に行い、市政の現状、問題点、対応策をまとめ、必

要に応じ本会議へ報告し、議会広報に掲載する。 

 

（３）委員会における重要議案の審議では、参考人制度を活用し外部の意見を聴く。また、

必要により委員派遣により現地を見る。 

 

（４）常任委員会は、閉会中の継続審議事件を多く議決し、突発事件に対応できる体制をと

り、委員会を開いたときは、その要旨を「議会だより」の臨時号で配布する。 

   他の地方団体で起きた事件を「よそごと」として見逃してはならない。（水害、地震、

学校の登下校での事故等） 

 

（５）委員派遣では、次の事項に留意する。 

  ① 視察の目的を明確にし、 

  ② 事前の勉強を行い、 

  ③ 報告書を議長に提出（説明内容と委員の意見を記載）し、 

  ④ 本会議や委員会の審査に活かす、 

  ⑤ 当該団体で重要事件が生じたときは、中止することに留意する。 

 

４ 予算・決算の改革 

（１）予算編成前に議会の要望事項（政策）を長に提言する。 

 

（２）予算案の審議では、住民に必要であるなら修正の動議または組み替え動議を出す。 

それまでやる必要がないときは、議会の意見を付帯決議で明示する。 

（一般の議案についても同様） 

 

（３）決算審議を予算と同様に重視し、その成果を付帯決議で明確にする。不認定では議会

の意思が明確にならない。 
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５ 意見書の改革 

（１）直接的な利害関係のある事項を除き、外交関係の意見書は、国の内外政策に影響する

のでなじまない。 

 

（２）実現の状況を調査し、住民に伝える。 

 

６ 請願・陳情の改革 

（１）請願を採択したときは、実現させる努力をする。陳情も住民の要望として重視する。

（取り扱いの基準を決める。） 

 

（２）必要により請願者や関係者を参考人として出席を求め、また、委員派遣で現場を見る。 

 

（３）特に不採択の場合、詳細な意見を付け、請願（陳情）者に通知する。 

 

（４）実現の状況を調査し、請願（陳情）者に通知する。（随時） 

 

７ 住民との関係での改革 

（１）過去１年間の定例会、臨時会での議員や会派が提言した事項を執行機関の部課別にま

とめ、当初予算や条例等の措置状況を審議資料として提出を求める。 

 

（２）定例会の招集月日を特定する（例えば第１月曜日）。傍聴者を多くするため、議長が市

内の各種団体に議会傍聴を活動の一環に加えるよう働きかける。 

 

（３）議会単独による住民報告会ではなく、執行機関との合同による報告会を行う。（住民は

議会と執行機関を分けていないこと。また、両者の活動がわかる。） 

 

８ 議員の位置づけと処遇 

（１）昭和２２年に制定の地方自治法によると、議員は他に職業を持って活動するものとし

ていたため、「報酬」の支給となった。報酬は、生活給ではない。しかし、現在、議員

の活動は専業化しており、他に職業を持つことは困難となった。 

 

（２）平成２４年３月に総務省が発表した「地方財政の状況」（いわゆる地方財政白書）によ

ると、都道府県と市町村を合計した平成２２年度決算の歳出総額は、約９５兆円であり、

このうち議会費は、４，０１９億円（全体の０．４％）であり、極めて小さい。 

   行政改革は、９９．６％を使用している執行機関の方で行わねば効果を上げることが

できない。 

 

（３）議員の活動が常勤化し、これに見合った報酬を支給しなければ議会を充実強化するこ

とができないので、議員を「公選職」と位置づけ、議員が後顧の憂いなく活動するため

には、現在の「議員報酬」を「地方歳費」（生活給）に改める必要がある。 
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（４）議員報酬の改定については、特別職報酬審議会の答申を得ることとされている。 

   この審議会は、昭和３９年に自治省通達により設置されたものであり、答申した後、

委員は失職することになっているが、これを常設の機関とし、毎年○月１日現在の報酬

が適当であるかどうかについて、意見を提出できるように改める。 

 

９ 議会事務局の強化 

（１）特に情報、調査部門を充実する。 

 

（２）法制担当職員の充実が困難なときは、併任とする。 

 

（３）会議録担当職員を養成する。 

 

１０ 最近注目されている議会改革についての私見 

（１）議会基本条例 

  ① 議会基本条例制定は、議会のあり方の出発点であるにも関わらず到着点のようなイ

メージがある。議会や議員のあるべき姿と議会運営の現状が混在しており、住民は制

定された基本条例を見て、このようなこともやっていないのかとの疑問と誤解を持つ。 

    → 現行制度の活用が先決である。 

 

  ② 議員は特定の地域の問題だけではなく、当該団体全体のことを対象に活動すべきで

あると規定しているが、これでは地域代表として活動してきたと誤解されるのではな

いか。 

 

  ③ 議員間の自由討議を規定しているが、実施は困難である。議員を補佐するシンクタ

ンクともいうべき議会事務局が充実していないことによる。（全国共通） 

    国会図書館を含め、情報調査、立法機能が充実している国会でも、昭和３１年の国

会法改正で自由討議の規定を削除した。また、議員数から本会議での自由討議は困難

である。 

 

  ④ 反問権は、議員内閣制における党首討論であるので、二元代表制の地方議会にはな

じまない。（三重県議会の基本条例制定で、議員は規定を主張したが、学者から異論が

出たため規定していない。） 

仮に長が反問権を行使したら、議員は十分な答弁をすることができない心配がある。 

 

（２）通年議会 

   地方議会は、委員会中心の論議、審議となっているので、いつでも本会議を開くこと

ができる通年議会制を採用する実益は少ない。 

   通年議会は、執行機関を議会に釘付けにし、行政事務や住民サービスの低下を招く。 

   通年議会よりも委員会の継続調査、臨時会の招集請求の方が効果的である。 

 

（３）報酬日当制 

経費（報酬）節約のように見えるが、当該団体で大きな事件が発生したときは、経費

増になる。 

 

１１ その他 


